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滝田仁提出論文内容要旨

緒 聞

 癌転移の成立の要因については,基礎的に解明すべき幾多の問題が残されている。例えば流血

 中に見出される癌細胞は転移形成源としてどれ程の意義をもつものであるかと云うことも,癌患

 者の予后という立場からは大きな問題である。これを実験的に究明する場合に,用いる腫瘍の移

 植性というものを腫瘍細胞と動物の両方から吟味した上で行うべきであることが強調されている。

 そこで同一の起源を有し同一の過程で樹立された移植腫瘍で,しかも形態的にも生物学的にも天

 々 特性を肩'する一連の実験腫瘍であるラットの腹水肝癌を用いて、略同数の腫瘍細胞を同一の操

 作で」紅行性に送り込んだ場合に,どのような結果が起るであろりかと云うことを実験的に究明し

 ようと款1みた。

 実験材料及ひ方法

 実験に便用せる腫瘍はラットの腹水肝癌7系rAH15,AH66F、AH150,Ah66,

 AH79ア4,AH175,AH286)及び吉田肉腫。動物は白色ラット(体重約1001う至急20

 9,大沢雑系)を使用した。上記頗癌細胞懸濁液ロ.2Cむ〔膿瘍細胞約1,ロOO万個を含む)を尾

 静脈から移植し,8D匹で動物の舳瘍死率,生存日数を観察,更に動物を剖検して肺に於ける腫

 瘍増殖像,昏臓器への転移形成の状態を精査し,一方176匹につき陣場を静脈内増穂後経時的

 に屠殺して・肺に於ける腫瘍増植の動態を追求した。

 輿緻成縦と・鷺按

 静脈内移植率:自由細胞魏度の高い瞳瘍系である吉田肉腫及びAH15は天々全例(10例中

 10例及び9例中9例)腫瘍死を遂げたが、AH130は葉B例中6例〔・60%),AH6るF

 10例中5例r50%),AH66では9例中2例〔22%)が腫瘍死した。一方腫瘍細胞が

ノノノノ

 島形成の傾向の強いAH7974は9例中7例(77%)脚煽死で,AH175どAH

 286では共に10例中脳・瘍死した動物が一例竜なかった。これらの腫瘍はラットの腹腔内に

 移植した場合,何れも8D乃至90%以上肺膓死するものであるが,それを静脈内に移植した場

 合には或る腫瘍では移殖率が低下し,叉は全ぐ腫瘍死し支い.と云うことが起つた。即ち1鯛易の増殖性と云
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 ものも,そ'の腫瘍が置かれた環境によって増殖出来る場合と出来ない場合があるこ'とを示唆する

 事実として注目に値する。

 生存日数:静脈内移植が成立した場合の平均生存'日数を比較すると,AH130は11日で最も

 も短く,AH15,吉田肉腫,AH66Fが各々15日,14日,15日でこれに次ぎ,AH66

 は16日であり、AH7974では実に25日となって居り,概して自由細胞頻.度の・多い腫瘍系は
  

 生存日数も短く,自由細胞頻度の少い島型のもの程長くなっている。

 肺に欝ける腫瘍増殖像:腫瘍死を遂げた動物の肺には何れも腫瘍の増殖が認められたが,肉眼

 的に腫瘍結節の形成が著明たものから,只禰慢性に肺全体が暗赤色に膨隆しているもの迄色々の

 状態のものがみられた。顕微鏡的に腫瘍の増殖が本来の肺組織のどの部分に起っているかを識別

 して,これが各腫瘍に特有な傾向をもつものかどうかを検討した。即ち増殖が肺の血管或は気管

 枝周辺の間質内に見られる場合rA型),肺胞壁毛細管乃至血管納に腫瘍増殖が見られる場合

 (B型),腫瘍増殖が肺胞や気管枝等の気道に及んでいる場合〔G型)、の5型に分けて観察し

 た。吉田肉腫は主としてB型・Aモコ1bはβ型ぜ王ごしてA型を伴い,AH66Fは更にA型を

 伴う傾向が強い。AHBOは肺での増殖が著明でAB及びG型の混合せる増殖型と判定した。

 AH66とAH7974はA型及びO型の増殖!か著明である。肉h艮的に結節形成の著明なものは組.

 織学的にA型の増殖を示すものが多かった。肺以外の諸臓器への転移形成は縦隔リンパ節・心・

 肝・脾・腎・副腎等に見られた。腫瘍細胞が肺から更に1皿行性に移行したと考えられる転移の場

 合,肺に於ける肺癌増殖の形式はB型のものが多い。

 肺に於ける腫瘍増殖の動態:腫瘍細胞を静脈内に移植,直後から可0日迄に経時的に動物を屠

 殺し,移入された腫瘍が肺のどの部位に栓塞し,どの様な消長を辿るかを検索した。腫煽細泡が
  

 遊離しているものと,結合して島を作っているかによって,肺胞壁毛細管に舖慢性に散布さ

 れるものから,末梢小血管に散在性に栓塞するもの迄種々見られ,栓塞部位は栓子の大きさに可

 成り関係がある。又肺に到達した腫瘍細胞の大部分が変性の傾向を示して減少し,やがて再び増

 殖する傾向を示す。各腫瘍によりこの経過に遅速の差異はあるが腫瘍死を遂げない腫瘍(AH

 286,AHi75),の場合にはこの再増殖が見られない。移植された腫瘍に対しては諸種の

 細胞反応を伴う生体の反応が50分から著明に見られ,腫瘍増殖に伴って次第に消失するが,腫

 瘍増殖がないものでは消失が遅延する。

 線描並ひに結論

 1)7系のラット腹水肝癌及び吉田肉腫を用い,略同数の腫瘍細胞をラットの尾静脈内に移植
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 し,動物の腫瘍死率,生存日数,肺に於ける陣瘍の増殖状態及ぴ全身諸臓器に於ける転移形成を

 検討した。2)各腫瘍の遊離結合性の度合と肺に於ける定蒼並びに増殖部位との関連性に検討

 を加えた。更に肺に於ける且中傷増殖の部位的特性と肺から全身諸臓器への腫瘍の拡がりとの関連

 性にも注目した。5)遡行性に肺に到達した瞭癌細胞が一.巳殆んど消失する程減少するが再び

 増殖を示す様になろ経過を経時的観察によって確めた。4)腹腔内移植では高率に弾傷死して

 も,静脈内移植では一例も腫瘍死しない腫瘍系〔AH175とAH286)がある。腫瘍の増殖

 性は例え同一個体内でもそれが置かれた部位によつて異って来ると云うことを示唆する事実とし

 て注目に値する。
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審査 結 果  グ) 要

旨

 滝田の論文は悪性腫瘍の転移形成に関する実験的研究であって,吉田肉薩及び腹水肝癌を用

 い肉色ラットに尾静脈から注入後,肺及び各臓器の転移形成について観察した。

 その結果。藤瘍の増殖性は腫瘍η←かれた環境によって異ってぐること,生存日数は自由細
ノド

 胞が短かく臨“塑の諏の程長いこ.とをみている。

 又,賄に於けろ増殖像を鼻.るに注入t..た肺傷細胞の種類によって増殖の型の異ることを見出

 して居る。

 叉一壷瘍増殖は一時減少して再び増殖する場合,或はその凌㌧消失してしまう場合について

 観察して居る。

 即ちこの論文は1血行に流.久し!た陣煽細胞の転移'形成或を猟殖に関する興映深い価値ある基礎

 的研究てある。
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